
別記様式（第７条関係） 

重点事務事業進行管理表 

 

年度 令和７年度 № ４ 進行管理者 危機管理担当部長 

事務事業名 ＤＸ・デジタル化推進事業（防災ＤＸ推進事業） 

事業の概要 
甚大化する自然災害等に備え、災害対応の効率化と効果的な災害対策を実現するため、

防災分野におけるＤＸを推進する事業 

これまでの 

経 過 

令和６年６月に閣議決定された「デジタル社会の実現に向けた重点計画」において、

防災ＤＸの更なる推進が掲げられた。本市における防災ＤＸに係る取組は、令和６年度

からＳＮＳ（ＬＩＮＥ）等を活用した気象情報の自動配信、災害情報の一括配信を始め

たほか、国や都が導入しているＬアラート（災害情報共有システム）や東京都災害情報

システム（ＤＩＳ）等を活用した情報収集・管理・共有を行っているところである。 

本 年 度 の 

予 算 措 置 
総事業費 ０ 千円 

う ち 

一般財源 
０ 千円 

本 年 度 の 

目 標 

避難対応の効率化及び迅速化を実現するため、避難所運営等へのデジタル技術活用の

検討及び防災訓練等での実証を踏まえ、本市における今後の防災ＤＸの方向性や避難所

運営支援システム（以下「システム」という。）の導入に向けた仕様を検討する。 

上 半 期 の 

計画と実績 

計 

 

画 

・類似システムの機能比較・ヒアリン

グ・選定、モデル仕様書による見積徴

取（４月～５月） 

・東京都市長会防災ＤＸ実証事業「防

災ＤＸツールトライアル」への参加・

実証（６月～８月） 

実 

 

績 

・複数業者へのヒアリング及び各製品

の機能比較を行い、運用体制を検討し

た。 

・東京都市長会防災ＤＸ実証事業「防災

ＤＸツールトライアル」に参加し、シス

テムの機能確認等を行った。（６月～８

月） 

下 半 期 の 

計画と実績 

計 

 

画 

・総合防災訓練でのシステムの実証

（１０月） 

・実証等に基づく防災ＤＸの方向性

及びシステムの導入に向けた仕様の

検討（１１月～令和８年３月） 

実 

 

績 

・天候不良により総合防災訓練が中止

となったため、システム実証は未実施と

なったが、専門業者を交えた仕様の検討

を継続した。 

中 間 評 価 

達 成 度 目標以下   ・   目標どおり   ・   目標以上 

取 組 の 

成 果 

・システムに求める機能を検討し、調達を想定する製品として、２製品を選

定した。 

・引き続きシステムの導入に向けた検討をしていく。 

期 末 評 価 

達 成 度 目標以下   ・   目標どおり   ・   目標以上 

取 組 の 

成 果 

 複数のシステムを比較し、導入すべきシステムの絞り込みを行い、検証す

ることができた。 

事 業 費

の 実 績 
総事業費 ０千円 

う ち 

一般財源 
０千円 

今 後 の 

方 針 

他市との連携による防災ＤＸの推進も含め、将来的なシステム導入に向け

た検討を継続する。 

（日本産業規格Ａ列４番） 


